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かでも、ホルミル基を持つ PNVF の加水分解はアセチル基を持つ PNMVA、PNVA より
も穏和な条件で進行した。このことから、PNVF とポリアクリルアミドとのブロック共
重合体において、選択的に PNVF を加水分解して、対応する PVA を持つブロック共重
合体の合成にも成功した。  















 第３章と４章では、第２章で合成したカルボン酸基を持つ TERP 連鎖移動剤のカル
ボン酸塩が水溶性であることを利用して、代表的な疎水性共役モノマーであるメタク
リル酸メチル（MMA）、ブチルアクリレート（BA）とスチレン（St）の ab inito エマル
ジョン重合を行った結果について述べている。MMA の重合では、第２章で合成したメ
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と、従来のラジカル重合において産業界で最も利用されている水中での ab initio エマル
ジョン重合法が確立していないためである。本論文では有機テルル化合物を用いる












を持つ TERP 連鎖移動剤を合成できることを明らかにした。  
さらに、新たに合成したカルボン酸基を持つ有機テルル連鎖移動剤のカルボン酸塩が
水溶性であることを利用して、工業的に最も利用されている ab initio エマルジョン重合
への展開を行った。適切な連鎖移動剤の設計を行うことで、加熱条件や光照射条件によ
りエマルジョン重合が進行し、分子量と分散度と共にポリマー粒子径も高度に制御でき
ることを明らかにした。  
水溶性テルル連鎖移動剤を用い、親水性モノマーの水中での均一系重合についても検
討を行ない、有機溶媒中に比べて重合が加速する等、合成的利点を明らかにした。  
本論文は新しい有機テルル連鎖移動剤の設計と合成を基盤として、TERP 法の合成的
優位性を格段に広げる成果であり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。  
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成
３１年３月２５日、論文内容とそれに関連した事項について諮問を行った結果、合格と
認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
